
効率を磨き上げたデバイスそれぞれのポテンシャルを最大限に活用し、

連携させる高度なシステム制御。それは、例えるならば「役者」たちの持ち味を引き出し

共演させるための「脚本」であり、この善し悪しがクルマとしての完成度を大きく左右することになります。

SPORT HYBRID i-MMDでは、ドライバーの意志に対して

最小限の燃料消費で最大限の仕事を行うために、エンジンと2つのモーター、バッテリー等を

緻密にコントロール。あらゆるシーンに対して最適なモードへと切り替えを行い、

さらに、ドライバーにモードの切り替えを感じさせないよう、

各デバイスの動作のスムーズさにも徹底的にこだわっています。

この制御を完成させるために、多くの走り込みを行い、システムの隅 ま々でチューニングを実施。

高効率と、ドライバーの「感性」に訴えかける、高い走りの質を実現させました。

「役者」たちを輝かせ、
ドライバーに最高の走りを届ける

「名脚本」
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